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研究要旨 

 乳幼児期の睡眠の問題は心身の発達に重大な影響をもたらすことから，問題を早期

に見出し介入を行うことが重要である．本研究では，未就学児を対象として，睡眠習慣

や情報機器使用の現状と問題点を把握し，子どもへの影響を評価するとともに，保健

指導の現場等で幅広く活用できる指導マニュアルを構築することを目的としている． 

 未就学児においては，年齢・発達とともに，睡眠の様相が大きく変化することが特徴

である．年齢に伴う生理的変化には個人差もあり，さらには通園などの生活背景による

変化も加わり，睡眠習慣に影響する因子が多い．平成 28 年度は，こうした問題に特に

着目し，乳幼児健診を対象として，年代，通園状況による違いに焦点をあてた検討を

実施した．生活背景によって午睡を含む睡眠・情報通信機器使用には違いがあり，平

成 27 年度に実施した保育所調査の解析結果とあわせて考慮すると，夜間の睡眠だけ

ではなく，午睡も含めた睡眠習慣，ならびに情報通信機器の状況の違いを考慮した指

導が必要であることが示唆された．また，妊婦の睡眠・情報通信機器使用実態の検討

からは，妊娠期における睡眠・メディア使用習慣に，出産後にも影響しうる問題点があ

ることが示され，より早期からの指導を含めて考慮する必要が示唆された．
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A．研究目的 

 

 本研究は，未就学児の睡眠をめぐる

現状を把握するとともに，睡眠の確保を

困難にする要因の中でも情報通信機器

使用に着目し，睡眠・情報機器の適正

使用についての知識の浸透と行動改善

を通じた早期の介入により，児の健全な

睡眠を確保するために現場で広く活用

できる保健指導マニュアルを作成するこ

とを目的としている． 

 乳幼児期の睡眠の問題は心身の発達

に重大な影響をもたらすことから，問題を

早期に見出し指導を行うことが重要であ

る．本研究では，未就学児を対象として，

睡眠習慣や情報機器使用の現状と問題

点を把握し，子どもへの影響を含めたエ

ビデンスを蓄積するとともに，未就学児

に特有の問題点にどのようにアプローチ

するかについての検討を行っている． 

 未就学児においては，年齢・発達ととも

に，睡眠の様相が大きく変化することが

特徴である．年齢に伴う生理的変化には

個人差もあり，さらには通園などの生活

背景による変化も加わり，睡眠習慣に影

響する因子が多い．しかし，従来こうした

違いを明らかにするようデザインされた

検討は少なく，特に保育園・幼稚園など

に通園していない児との比較は十分なさ

れていなかったことから，あらゆる通園状

況の児を含む乳幼児健診での調査を実

施している． 

 保健指導マニュアルの作成にあたって

は，睡眠専門医，児童青年期精神科医

師，小児科医，産婦人科医といった小児

に関わる医療分野と，教育学・保育学，

心理学，母子看護，ならびに疫学・統計

解析専門家を加えて，包括的な母子保

健対策を実現できるよう，議論を重ねて

いる． 

 

 

B．研究方法 

 

 平成２８年度は，睡眠習慣・情報機器

使用の実態と，児の行動・発達への影響

を検討するための横断面の研究の継続，



平成２７年度に実施した保育所を対象と

した睡眠（午睡）実態調査の解析，睡眠・

情報通信機器使用の指導の対象となる

保護者（母親）の睡眠実態の解明と早期

の指導の必要性についての検討を実施

した． 

 ※ 分担研究者の研究方法の詳細に

ついては各分担報告書に記載． 

 

１．乳幼児健診における未就学児の睡

眠・情報機器使用の実態調査 

 

愛媛県東温市の健診受診者（1.5 歳

時健診受信者：89 名，3 歳時健診受信

者：63 名）とその保護者を対象として，睡

眠習慣，情報機器使用の状況に関する

調査を実施した． 

 

２．乳幼児における午睡と睡眠時の安全

確保 

 

全国の認可保育所から２割を抽出し，

平成 28 年 2 月に調査票を配布した．調

査票で回答を求めた，１）午睡の状況，２）

午睡時の安全対策，３）情報通信機器使

用について分析を行った． 

 

３．メディアが子どもの睡眠に与える影響

の解明 

 

愛媛大学医学部附属病院の受診者

（3〜12 歳の児で，調査協力に同意され

た 45 名）を対象に，子どもへの各種メデ

ィアの暴露の程度について，保護者から

のアンケート調査を行った． 

 

４．妊婦の睡眠と情報通信機器使用の

実態 

 

愛媛大学医学部附属病院を受診し，研

究への同意が得られた妊婦 38 名を対象

に，睡眠習慣・睡眠障害・情報通信機器

使用についてのアンケートの記入を依頼

し，妊娠中の睡眠の状況と，情報通信機

器使用の現状を分析した． 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究に際しては，当該施設の倫理

委員会において以下のように承認を受

けており（地域・臨床群における実態調

査・早期介入：愛大医病倫 1509026 号，

保育所午睡調査：愛大医病倫 1601008

号，乳幼児健診調査：愛大医病倫

1701019 号），本研究の主旨と，検査に

より予測される不利益を説明し，対象

者ならびに家族へのインフォームドコン

セントを交わし，充分な了承を受けた

上で実施する．対象者が小児であるこ

とから，保護者への説明は倫理委員会

において承認された内容に即して実施

するとともに，参加基準についても承認

内容に即して慎重に判定する．研究へ

の参加はいつでも中止できることを説

明し，対象者の申し出により中止の処

置をとる． 

 

 

C．研究結果 

 

１．乳幼児健診における未就学児の睡

眠・情報機器使用の実態調査 

 



情報機器使用状況は，テレビとパーソ

ナルコンピュータは，1.5 歳と 3 歳とで使

用割合に違いはなかったが，タブレット，

スマートホン，携帯型ゲーム機，据え置

き型ゲーム機は 3 歳児の使用割合が 1.5

歳と比較して多かった．携帯型ゲームの

平均使用時間は，1.5 歳児では平均 1.1

分，3 歳児では平均 30.2 分と 29 分の違

いがあり，適正使用についての介入の必

要性が示唆された．また，保育園や幼稚

園への通所の有無と生活習慣・情報機

器使用の関連性について検討したところ，

1.5 歳保育園児は，平日の起床時刻が

早く，午睡時間が長いこと，3 歳保育園

児は，平日・休日の入床時刻が遅いこと

が明らかとなった．情報機器使用の平均

時間では有意差は認めなかったが，3 歳

児のスマートホンの使用率は保育園児と

比較して幼稚園児に有意に多かった．

（※結果の詳細は分担研究者報告書に

記載） 

 

２．乳幼児における午睡と睡眠時の安全

確保 

 

睡眠中の安全対策として，朝の健康状

態の確認，保育士による監視，保護者か

らの情報確認，児の体位への注意，体

温測定は 8 割以上の保育所で実施され

ていた．午睡環境としては，温度，部屋

の明るさは９割以上の施設で調整されて

いた．午睡のとり方については，約半数

の施設で年齢毎に午睡の時間などを調

整していたが，就学前に午睡をやめると

いった対策を実施している施設はわず

かであった．情報通信機器使用につい

ての保育士の自由記載からは，情報通

信機器が睡眠や生活リズム，保育所の

活動にも影響をおよぼし，親子や友達関

係にも影響が出ていると感じている保育

士が多いことも明らかとなった．（※結果

の詳細は分担研究者報告書に記載） 

 

３．メディアが子どもの睡眠に与える影響

の解明 

 

幼稚園児〜小学生までのメディアへ

の暴露では，最も使用しているメディア

はテレビであり，半数が０歳からの超早

期暴露であり、１日の使用時間も長いこ

とが明らかとなった．また持ち運びの簡

単な携帯ゲームは，子供部屋での使用

が小学生になると増えることも明らかとな

った．（※結果の詳細は分担研究者報

告書に記載） 

 

４．妊婦の睡眠と情報通信機器使用の

実態 

 

 妊婦の就床時刻の平均は 23 時 8 分で

あったが，深夜３時に就床している妊婦

もあった．起床時刻の平均は 7 時 31 分

であったが，９時以降に起床している妊

婦もあった．睡眠時間の平均は 7 時間 4

分と比較的保たれていたが，睡眠時間

が不足していると想定される回答もあっ

た．昼寝については，一日あたり平均 30

分以上の昼寝を取っていた． 情報通信

機器使用について，テレビ視聴は平均

33 時間 43 分/週であり，一日１０時間前

後テレビを見ているとの回答もあった．ス

マートホンの使用は，平均週 25 時間 44



分であり，毎日長時間使用している妊婦

が多くみられた．スマートホンを一日１０

時間以上使用しているとの回答もあり，

動画やテレビの視聴にスマートホンを使

用しているケースも多いものと想定され

た．（※結果の詳細は分担研究者報告

書に記載） 

 

 

D．考察 

 

 本年度までの研究において，横断面の

調査の段階で，保護者のインターネット

依存が，児の行動面の問題に影響する

ことが示されており，さらに，年齢によっ

て，あるいは通園状況の違いといった生

活背景の違いが睡眠・情報通信機器使

用に影響することも明らかとなった． 

 また，未就学児の睡眠を考える上で見

過ごされがちであった，家庭と保育所で

の睡眠・午睡の関連についても，児と保

育者の双方の情報を得たことで，取り組

むべきポイントが明らかになりつつある． 

 昨年度の検討で，地域を対象とした調

査では回答にかけられる時間の制約や

設問数の多い調査には協力が得られな

いといった問題点について議論したが，

本年度の調査においても一部同様の問

題があることが示されている．また，調査

手法の限界として，未就学児のうち低年

齢児（０歳児）の情報が得にくいことも分

かってきた．保育所を対象とした調査に

おいても，調査時期によっては低年齢児

が含まれにくいことから，平成２９年度に

は，年度当初に地域大規模調査を実施

し，未就学児の幅広い年齢層における



エビデンスの獲得を図る予定である． 

 最終年度において，保健指導等に活

用するための指導マニュアルの作成を

進めるが，これらの調査から大きく４つの

側面にフォーカスする必要があることが

わかってきた．未就学児においては睡眠

の状態が生理的に変化していくこと，特

に低年齢児において睡眠環境における

安全確保が重要であること，養育環境の

多様性により睡眠の状態は大きく影響を

受けること，身近な養育者が及ぼす影響

が大きいことである．年齢に伴う変化と，

環境の違いという二つの軸を中心に，発

達期における個人差を考慮して，身近な

養育者から保育，保健，医療までの広が

りをもって子どもの睡眠・情報通信機器

使用をより良い状態に保つための指導

をどのように展開するか，こうした視点に

即した最終年度のエビデンスの取得と，

効果的な指導についての考察を予定し

ている． 

 

 

E．結論 

 

 未就学児の睡眠・情報通信機器使用

をめぐる背景の多様性は従来より想定さ

れていたが，多方面からの調査アプロー

チによって，より具体的な違いが明らかと

なってきた． 

 最終年度の保健指導に役立つマニュ

アルの策定に向けて，未就学児の睡眠

とメディア使用が，児の発達にどのように

影響しているかの調査を継続し，国内外

のエビデンスとあわせて，児への影響を

予防することに役立つ提言として，夜間

の睡眠と午睡，情報通信機器使用，特

に保護者の情報通信機器使用にどのよ

うにアプローチしていく必要があるのかを

明らかにすることを最終年度の目標とし

たい． 

 

 

F．健康危険情報 

 

 研究代表者・研究分担者が把握してい

る健康危険情報はない． 
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